　　くじらのうた　
　薄っすらとくぐもったようなノイズが聞こえる空間。
　そのノイズの中に時折、泡が浮かんでゆく音も聞こえてくる。

　そこに不思議なポーズをとっている女が居て、やさぐれたような表情の男が大きなため息をつきながらあるいてくる。男はギターケースを背負っていた。

　女は男を呼び止め、何かをお願いしている。

やがて男は女のくるぶしからシールを剥がす。

　と、突然女は男を自分の後ろに隠れるように促すが、男には意味が分からない。

　しぶしぶ男が女の背後に隠れた瞬間、大きなマンタが数匹の魚たちを従えて通り過ぎる。

男　マンタ……。

　マンタが去った方をじっと見続ける男。

女　ねえ、そのギター……弾けるの？

男　あぁ、まあ。

女　へえ、すごいじゃん。何か弾いてみてよ。

　男は女の隣に座り、ギターケースからギターをゆっくり取り出し、チューニングをしながらぽろぽろと適当に弦を爪弾く。

女　……まだ？

男　実はまだ弾ける曲がないんだよ。

女　でもあんた、さっき「弾ける」って言ったじゃん。

男　「弾ける」とは言ってないけど、弾けないことはないよ。

女　じゃあ弾いてよ。

男　……サポートギターだけ聞いてもさっぱりだろ？

女　ああ、バンドやってるんだ。

男　いや、あの……やってた。

女　音楽性の違いってやつ？

男　そんな俗っぽい言い方するなよ。

女　(からかって)未練タラタラ。

男　そんなことない。

女　はいはい。

男　あのな、

女　弾けるけど弾けない。でしょ？

男　……ああ。

　あたりが少し暗くなっていく。それに伴い、近くにいた魚たちも徐々に少なくなっていった。

男　何だ？

女　あ、もしかして

　直後、大きな音とともに海底の砂が舞い上がり、司会は真っ暗になった。数秒の後、視界が開く。

男　うわっ、ぺっぺっ。何だよこれ？

女　船……。

男　船？

女　うん。昨日より大きい。

　女は船が落ちてきた方を見る。じっと上を見上げる男。

男　何があってんだろう。

女　さあ？

男　アオコなら何か知ってるかもな。

女　あいつの話はやめてよ。

男　どうして？

女　あいつらのせいで、光が浴びれずに苦労してるんだから。

男　そうか、すまない。今度会ったら、あんまり調子に乗って繁殖しすぎんなよって言っておくよ。

女　何よ、それ。

男　なあ、あれ何？

女　アオコにでも聞けば？

　男は女から離れ、よく見える位置にまで移動する。

女　何だった？

男　描いてあるみたい。

女　何が。

男　赤い背景に、黄色で……こういう感じの(W字のジェスチャ)

女　なんだろうね、それ。

男　船の、いかり？

女　いかり？

男　うん。

女　何で描いてるの？直接ぶら下げればいいじゃん。

男　……もういいや、わかんね。

　男は再び弦を爪弾き始める。瞬間、潮の流れが少し変わる。

　男は女の後ろに隠れると、ゆっくりマンタの影が回遊し、消えていく。

　やがて男は、慎重に女から離れる。

女　(ギターを指して)それじゃないの？

　慌ててギターを片付け始める男。

男　ここって、こんなに来るもんなのか？

女　もう、ほとんどくじらはいないから……。

男　そっか……。

女　うん。

男　マンタかぁ。どうにも、好きになれないなあ。

女　食べられる側だからね、無理もないよ。

男　でも意外とそういう人生を選ぶ奴もいるんだぜ。

女　マンタに食われる人生？

男　輪廻さ。食われても次があるって。

女　でもあんたは嫌なんだね。

男　……マンタの影でうろちょろしてるのがさ。

女　あぁ、コバンザメね。

男　なんか、許せねぇよなあ。

女　フフッ、そうね。

男　何？

女　彼らだって、好きでやってるわけじゃないかもよ。

男　何だよそれ。

女　そういう教え方をされてきたってことよ。

男　マンタの尻についていってろってか。

女　極論だよ、それ。

男　じゃあ、

女　昔ある出来事を境に、この町の教育ががらりと変わったって聞いたわ。

男　どういうことだよ。

女　私だってよく知らないわよ。でもあんたを見てると、その通りだなあって。

男　はぁ、まったくわからん。

女　答えを求めすぎてるの。数学みたいにはっきりした答えをね。

男　別にいいじゃないか、それで。

女　あんた、ちゃんと自分で考えてる？

男　考えてるさ！

女　本当に？

男　……本当に。

女　可哀想……。

　再び現れるマンタの影。男は女の後ろに隠れる。

女　もう逃げたほうがいいんじゃない？

男　なんか、負けた気がして嫌だ。

女　それで食べられちゃったら本末転倒だよ。

男　これは俺が判断したことだ。

女　まぁ、そういう考えが大事だって話だもんね。

　そこに、マンタの影に怯えながら初老の男が通りかかる。

初老の男　オイオイオイ。カッソ、ここはこげん狭か場所やったかね。

女　あら、久しぶりね。

初老の男　オニもよう回っとるごたるな。

女　ええ、さっきからちょろちょろね。

初老の男　この辺まで来るとね。

女　船のおかげこっちまでは。

男　(小声で)オニ？

女　マンタのことよ。

　男の顔をまじまじと見る初老の男。

初老の男　見かけん顔やな。

男　どうも。

初老の男　(ギターを見て)弾き語りね？

男　まあ……。

初老の男　昔はなあ、この辺もちょっと賑わっとってな。よくカッソの隣で弾き語りばしよるのがおったり、魚も行きこうとって活気のあったとばい。

女　懐かしい話ね。

男　そうだったのか。

初老の男　何ね、そがんことも知らんでカッソの隣で弾き語りばしよったとね。

女　こんなご時世に、珍しいでしょ？

初老の男　じゃあせっかくばい。おいが見物人になってるけん、一曲弾いてみらんね。

男　あー……いや。

女　この子ね、まだ何にも弾けないんだって。

初老の男　何ねそれ。最近のはわからんなあ。

女　組んでたバンドが解散しちゃって、途方に暮れてるのよ。

初老の男　ハッハッハ。そうかいそうかい。若いうちの苦労は買ってでもしろっていうけんな。今のうちにじっくり悩めばよか。

男　……頑張ります。

初老の男　いっぱい悩んで、バンドも復活ってな。

男　……。

女　仲間も待ってるんでしょ？

男　今はもう、別の海に居るから。

初老の男　まあ、よくある話たい。この先、まだまだ色んな人と会うやろうけんが、その出会いば大事にせんね。

　遠くから小さく、高い音や低い音が聞こえてくる。それは何かのうめき声にも似ていた。皆がその音がする方向を見つめている。

女　くじらのうた……。

初老の男　オニにマンタに船にで今度はクジラね。全く今日はついとらんばい。お前さんも食われんうちに早うどっか行ったらよか。

　初老の男は耳をふさぎながら足早にその場を立ち去る。

　男はぼうっと音のする方向を眺めている。少しずつ、くじらのうたは大きくなっていく。それにともなって、男はふらふらと、左右に行ったり来たりを繰り返す。

男　カッソって言うんだね。

女　えぇ。

　男はぼうっと音のする方向を眺めている。

男　ごめん、アオコには当分伝えられそうにないかもしれない。

女　え？

男　もしかしたら、さ。

女　急げば、まだ間に合うかもよ。

男　……クジラにはコバンザメはついてないよな？

女　そうね。

男　あそこに居る蛸だって、昔から見てるはずなのに俺はなぜあいつがずっとそこに居るのかを知らない。

女　まあ、今の若い子はそうかもね。

男　俺たちは、知らなくていいことばかりに夢中になっていて、自分の近いところにあるはずの風景がこんなにも霞んでしまっていることに気が付きもしないなんて。

女　何それ、急にどうしたの？歌の歌詞？

男　ここにはカッソも、おのおじさんも知らないくらいずっと昔からの歴史があって、そして俺らの少し前の世代にはすごく活気のある時代があったんだろう？

女　そうよ。あんたが知らないのが惜しいくらいね。

男　なぁ、マンタはそれを知ってると思う？

女　マンタが？うーん、知らないんじゃないかな。

男　どうして？

女　だって彼らがそれを知ってたら、ここはきっと今みたいになってなかったと思うから。

男　確かにな。

女　ここはもう、それを知らない彼らのものなの。圧倒的な強者の前に昔から私たちは何もできなかった。ここは、依存の町だったから。

男　依存の町、か。女　何、あんた「俺がこの町を変えてやろう」とでも思ってたわけ？

男　もう遅いよなあ

女　……一人じゃダメならさ、クジラと一緒に歌えばいいじゃない。

男　え？

女　もしかしたらくじらなら――ってね。

男　くじらのうた、か。

女　デュエットはお嫌い？

男　いや、悪くないね。

女　あ、そうだ。あんた、これ持って行ってよ。

男　さっきのシールか。

女　私だと思って。

男　えぇ……。まぁ、うん。お守りとして。気味の悪いお守りだけど。

女　ほんと、だれが持って来たんだろうね、それ。

男　でもカッソに貼ったってことは、まだまだカッソも魅力的ってことなんだよ。

女　すごく不器用なお世辞、どうもりがとう。

男　もう、そろそろみたいだ。

女　いい歌、聴かせてよね。

男　ああ、じゃあね。

女　また、ね。

　くじらのうたはどんどん大きくなってゆく。男は更に大きくふらふらと左右を回り、やがて一回転して、暗闇へと消えていった。深い海に、くじらのうたはこだましていく。男の奏でるメロディを乗せて――。

　暗転

　薄っすらとくぐもったようなノイズが聞こえる空間。
　そのノイズの中に時折、泡が浮かんでゆく音も聞こえてくる。

　そこに不思議なポーズをとっている女が居て、遠くからきょろきょろとあたりを見渡しながら少年が一人近寄ってくる。

　少年が女の前を通りかかる瞬間、女は危険を察知し少年を自分の後ろに隠れるように促すが、少年は隠れようとしなかった。

　瞬間、大きなマンタが数匹の魚たちを従えて通り過ぎる影が見えた。

　少年はその影の主を上を向いて見送った。

女　そっか。あんたは平気なんだ。

少年　うん。でも、ありがとう。

女　え？

少年　コバンザメは怖いんだ。

女　ふうん、そうなんだ。それで、何か探してるみたいだけど。

少年　そうそう、このシールどこかで見なかった？

女　あ、このシール。

少年　どこで見たの？

女　どこで見たも何も、あんたが私にこのシール貼ったのね！

少年　あぁ、じゃあここで合ってたんだ。

女　合ってた？

少年　そう。道に迷うから道しるべにしようと思っていろんなとこに貼ってたんだ。そこの蛸までは見つけたんだけどね。

女　なるほどね。悪いけど、今そのシールはないよ。

少年　いいよ、別に。でもここってこんな狭かったっけ？

女　そっか、さっき船が落ちてきたからちょっと地形が変わってるのよね。

少年　ああ、やっぱりかあ。昨日はなかったよね。

女　それで、迷うからってどこに行こうとしてたのさ。

少年　新しいところ。

女　え？

少年　今のここじゃないところ。

女　へ、へぇ。頑張ってね、応援するわ。

少年　ありがとう、おばさん。

女　おばっ……。あ、あんたあっちから来たけどクジラ、見た？

少年　見たよ。でも、

女　でもどうしたの。

少年　でも怪我してたみたいで、直に打ち上げられると思う。

女　……そう。

少年　ぼく、もう行かなきゃ。

女　うん、気を付けてね。

少年　でもきっとまた戻ってくるよ。だから、はい。

女　またシール？

少年　道に迷わないように、ね。

女　あ、えぇ。ありがとう。

少年　違うよ、僕が。じゃあ、またね。

女　……ばいばい。

　薄っすらとくぐもったようなノイズが聞こえる空間。
　 そのノイズの中に時折、泡が浮かんでゆく音も聞こえてくる。

　不思議なポーズをとっていた女のお話。

(おわり)
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